
１ 当初予算（要求）額（千円）

２ 当初予算（決定）額（千円）

３ 事業概要

高齢社会の進展に伴い、年々深刻化する高齢者の交通死亡事故等に対処するため、交通安
全教育の推進、資器材の整備等を図り、「安全で安心して暮らせる岐阜県づくり」を推進します。

４ 要求の内容

○ 高齢者交通安全大学校における交通安全教育に必要な経費 ４，８２０千円

各警察署において指定した高齢者交通安全モデル地区（シルバー・セーフティ・ゾーン）活動
の充実を図るため同地区内に高齢者交通安全大学校を設置し、地域の交通実態を踏まえ体系
的、総合的な交通安全教育を推進します。また、地域における自主的な交通安全教育が継続的
に実施されるよう交通安全指導者の育成を図ります。

○ 高齢運転者実技講習（シルバー・ドライビング・スクール）に必要な経費 ６，０００千円

高齢運転者自身に加齢に伴う運転動作反応の低下等を自覚させ、安全運転のためのハンド
ル、ブレーキ、アクセルの操作方法等の実車指導を実施します。

○ 交通安全教育用機器の整備に必要な経費 ４，５００千円

高齢者のほか、県民各層への参加・体験・実践型の交通安全教育を実施するため、運転者
対策として反応動作の速さ、正確性等が体験できる「ＣＲＴ運転適性検査器」を交通安全教育用機
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器として整備します。

○ その他交通安全対策に必要な経費 ２０，７９９千円


